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1.研究目的 

本研究では、精神科受診を要する前の心理的不調について客観的評価を行い、その評価に基づいて心

理的不調を改善する技術の確立を行うことを目的とする。 

 

2.研究方法 

心理的不調を客観的に検出し、改善させるツールとして、ポーラ化成工業株式会社のスマートフォン

アプリケーション me-fullness®アプリを用いて、本システムについて検討を行った。 
本年度は Web 調査会社に登録している 25-35 歳の女性を（me-fullness®使用群：49 名; コントロール

群：27 名）を対象に調査を行った。アプリケーションは 2023 年 2 月 23 日-3 月 22 日の 1 か月間使用し、

使用前後（2023 年 2 月 16-19 日ならびに 2023 年 3 月 24-29 日）に、DASS-21、アテネ式不眠尺度、PANAS

などの心理検査票で心理状態を調査した。me-fullness®使用群と同時期に、コントロール群に対しても心

理状態を調査した。本研究で対象を女性に限定したのは、me-fullness®アプリによる影響を調べる際に、

関係する因子として性別を除くためである。 

倫理面への配慮 

本研究は「me-fullness アプリ使用による Well-being 促進効果確認試験」と題して、東北大学医学系研

究科倫理委員会で審査され、承認を受けている（受付-30322）。 

 

3.研究結果 

DASS-21 で示される抑うつスコアは、me-fullness®アプリ使用前の中央値 16 から 10 に改善が認めら

要旨 

【背景】日本において自殺率が減少しない理由の一つとして、精神科受診に対する敷居の高さがあげられる。日本で

は精神疾患に関して、専門家の治療に頼ることに抵抗を示す者が少なくない。また、COVID-19 パンデミック下にお

いては、多くの国民が対面を要する精神科医療にかかることに不安を抱くようになった。 

【目的】本研究では、精神科受診を要する前の心理的不調について客観的評価を行い、その評価に基づいて心理的不

調を改善する技術の確立を行うことを目的とする。 

【方法】心理的不調を客観的に検出し、改善させるツールとして、ポーラ化成工業株式会社のスマートフォンアプリ

ケーション me-fullness®アプリを用いて、本システムについて検討を行った。 

【結果】1 か月間 me-fullness®アプリを用いて、DASS-21 スコアで示される抑うつ、不安症状、ストレスの改善を認

めた。 
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れた（コントロール群では 18 から 16 に変化した）（図 1）。DASS-21 で示される不安症状スコアは、me-

fullness®アプリ使用前の中央値 8 から 4 に改善が認められた（コントロール群では 12 から 6 に変化し

た）（図 2）。DASS-21 で示されるストレススコアは、me-fullness®使用前の中央値 14 から 10 に改善が認

められた（コントロール群では 22 から 16 に変化した）（図 3）。 

 

  

図 1. DASS-21 抑うつスコアの変化     図 2. DASS-21 不安症状スコアの変化 

 

図 3.  DASS-21 ストレススコアの変化 

 

4.考察・結論 

 me-fullness®アプリ使用によって、心理的不調の検出とその不調に合わせたプログラム利用により、個

人で心理的不調の改善が可能であることが示された。今後、心理状態やプログラムへの反応性の個人差

について分析するとともに、心理状態の改善を促進する新たなシステムについて検討を進める。 

 

5.政策提案・提言 

自殺対策として、抑うつ状態の早期発見と改善が一つの大きな課題と考えられる。そのため、本研究

ではスマートフォンアプリケーション me-fullness®アプリを用いたシステムに着目し、女性を対象とし

た調査研究によって有用性を示した。ここで示した調査研究と同時に、地方自治体職員を対象とした me-

fullness®アプリを用いた調査により、男性にも心理状態改善の効果が示されている。現在の日本におけ

るデジタル技術を統合することにより、本研究で対象としなかったスマートフォンを使用しない世代や

視覚障害者などにも対象を広げて、抑うつ状態の緩和、そして自殺予防が可能となるものと考える。 
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